
JAAF エントリーデータ変換の使い⽅  

JAAF エントリーシステムを使⽤してエントリーを受け付けたあと、Excel 出⼒機能を使⽤して出⼒したデ
ータを編集し、Athle32 陸上システムにインポートすることのできるデータを作成する⽅法について説明
します。 

導⼊と流れ 

Athle32 陸上競技⼤会運営システムの最新版をマット社の WEB サイトからダウンロードするか、直
接インターネットに接続することのできる PC の場合は【システムメンテナンス】－【12.システム更
新】から最新版を⼊⼿します。 
ダウンロードしたソフト更新パッケージをダブルクリックして実⾏し導⼊します。 
 
※このソフトを起動するためにはマット陸上システムがインストールされている必要があります。 
 
＜流れ＞ 
▼競技マスターを作成（設定）する 
▼JAAF エントリーシステムから Excel データファイルを出⼒する 
▼Excel データの読み込み 
（必要な場合のみ各種編集作業） 
▼エントリーシステムの競技名と Athle32 陸上システムの競技名・コードをマッチングする 
▼各種マスターとして CSV 形式出⼒する 
 

JAAF エントリーシステムから Excel データファイルを出⼒ 

JAAF エントリーシステムで集まったエントリー情報を Excel 形式で出⼒して下さい。 
出⼒⽅法については、JAAF エントリーシステムの操作説明をご覧下さい。 
 

使⽤⽅法 

１．予め、実施競技を Athle32 陸上システムの「競技マスター」に登録しておく必要があります。 
 
２．【システムメンテナンス】－【11．JAAF エントリーデータ変換】からソフトを起動します。 
 
３．起動時にエントリーデータベースを新規作成するか問われますので、新規で作成する場合は 
「はい」をクリックし、任意の場所にファイル名をつけてデータベースを保存します。 
 
 
 
 
 
 
 
既存のデータベースを開く場合は「いいえ」をクリックしてください。 
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４．新規の場合は空のデータベースが作成されますので 
【ファイル】メニューの【エントリーデータ読み込み】－【JAAF 標準 Excel】－【新規】から 
JAAF エントリーExcel データを選択して読み込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
５．【編集】ボタンからいろいろな編集を⾏うことができます。 
 【フィルター】から、並び順や項⽬を限定するなどの操作が⾏えます。 
 
 
 
 
 
①エントリーF1 
 カーソルをあわせている⾏のエントリー（出場種⽬）に関する情報を編集することができます。 
 【編集 F2】から内容を修正することができます。 
 オープン参加や補⽋の扱いにすることもできます。 
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②競技者 F2 
 カーソルをあわせている⾏の競技者情報を編集することができます。 
 【編集 F2】から内容を修正することができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ソート F3 を使うと、いろいろな項⽬を使ってデータの並び順を変えることができます。 
 条件は最⼤５個まで設定可能。 
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 ソート機能とフィルター機能を使い、いろいろな項⽬でフィルターをかけ、フィルターをかけた状
態で、データの内容を更新することができます。 

 
③所属団体 
 所属団体を編集することができます。編集したい団体を選択し【編集 F2】で編集画⾯を表⽰します。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※エントリーデータ順に男⼥それぞれナンバー1〜ビブナンバーを振りたい 

 
①競技者情報編集画⾯で【ソート F3】から「条件１」に「性別」「降順にチェックを⼊れる」 
【OK】を押す。 男⼦→⼥⼦の順に並ぶ（かつ、⾃動的に申込 No.順にも並びます） 
 
 
 
 
 

 
 
②「別ナンバー割り当て」の「開始番号」に開始番号「1」を⼊⼒し【実⾏】 
 選択している⾏以降に別ナンバーを割り当てされる 
 
 
 
 
 
 
 

 
③このとき、⼥⼦にも男⼦の続きの番号が割り当てられるので、続いて⼥⼦の最初の⾏まで移
動し、⼥⼦の最初の⾏にカーソルを合わせて②同様に開始番号「1」を⼊⼒し【実⾏】 
 
 
 
 
 
 

これで完成。 
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④チーム F4 
 リレー種⽬が競技マスターに登録されている場合にはリレーチーム編集を⾏うことができます。 
 
 
 
 
 
 
⑤競技 F5 
 エントリーシステムの競技種⽬名と Athle32 陸上システムの競技マスターで作成している競技とを

マッチングさせます。 
 例）「エントリーシステムの競技名＝男⼦１００ｍ」は、 
   「Athle32 陸上システムの競技名とコード＝男⼦１００ｍ [002   100]」とする 
 
 １）【競技 F5】ボタンを押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２）【競技呼び出し F2】ボタンを押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 ３）「002   100 男⼦１００ｍ」を選択し【OK】ボタンを押します。 
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 ４）「1:男⼦ 100m」を競技コード＝002   100、男⼦ 100m と認識させます。【OK】を押します。
 
 
 
 
 
 
 
 ５）以下、同様に処理して良い場合は「⾃動競技コード割り当て」「種別:[]の競技にコードを⾃動で

割り当てますか」に対して【はい】を選択すると残りの競技も⾃動的に割り当てができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ↑競技コード欄に競技コードがセットされれば OK。 
   割り当てされていないコードがないか確認し、ある場合には再度割り当て操作を⾏う。 
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６．適宜情報を編集した後、【ツール】メニューの【使⽤できない漢字】検索機能を使い 
「競技者」「所属団体」それぞれに unicode ⽂字など含まれていないかを確認してください。 
※Athle32 陸上システムでは Unicode は使⽤できず⽂字化けして「︖」や「・」と表⽰されてしまい
ます。これらの⽂字は Athle32 で⽤意されている「外字」を使⽤して表⽰・印字することができます。
 
 
 
 
 
 
 
７．「ファイル」メニューの【エクスポート】から Athle32 インポート⽤のファイルを出⼒してくださ
い。 
 
 
 
 
 
 出⼒の際に、⽒名のスペース調整や学年、⽣まれ年の付加などの設定が可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８．出⼒した Athle32 インポート⽤ CSV データを所属マスター、競技者マスター、リレーマスターに

読み込ませます。 
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主な編集機能 

●エントリーExcel データインポート 
・追加インポート 
 エントリーExcel ファイルが複数ある場合や追加でエントリーがあった場合に追加可能 
・インポート時にリレーチーム名の英字表記をアンケート項⽬または追加項⽬から読み込む 
 [設定]-[リレーチーム英字表記]で使⽤する項⽬を選択 
・インポート時に「出場可否」を考慮 
 
●競技 
エントリー種⽬と競技マスターの競技をマッチングさせます。 
・競技の統合機能。同名競技を⼀括で統合する機能 
  [競技 F5]-[ツール]-[同名競技の統合] 
・個別に統合する機能 
  [競技 F5]-画⾯上部[統合 F5]より対象競技を選択 
・競技コードの⼀括割り当て 
  1. [競技 F5]-[編集 F2]-[競技呼び出し F2]で競技コード割り当て後[OK] 
  2. 種別毎に⾃動で割り当てるか確認のメッセージに[はい] 
  ＊参照中の競技マスターに同名(全⾓半⾓区別なし、投てき・ハードルの規格除外)競技がある場合

のみ 
 
●ナンバー編集機能 
・競技者編集画⾯「編集」-「ナンバー」-「使⽤できない⽂字の削除」 
 ナンバーから数字以外の⽂字を削除します。削除した結果、先頭が「0」になった場合は先頭の「0」

を削除します。 
・競技者編集画⾯「編集」-「ナンバー」-「「- (ハイフン)」以前を削除」 
 ナンバーから最初のハイフン以前を削除します。削除した結果、先頭が「0」になった場合は先頭の

「0」を削除します。 
・競技者編集画⾯「編集」-「ナンバー」-「先頭の「0」を削除」 
 ナンバーの先頭の「0」を削除します。 
・先頭の 1 桁を読み⾶ばす機能 
 
●資格記録編集 
・JAAF エントリーで資格記録等の記録を⼿⼊⼒したエントリー項⽬を⼀覧表⽰する機能 
 [ツール]-[記録修正あり] 
 
●半⾓変換 
・競技者⽒名・所属団体略称・所属団体正式名称編集中に F8 を押すと選択範囲を半⾓に変換する機能
 
●所属団体略称 
・「団体名略称」と「団体名略称 2」から選択可能 
 加えて、追加項⽬・アンケート項⽬で集めた内容も使⽤可能 
 
●都道府県 
・都道府県にナンバーの 1 桁⽬を使⽤する機能（地区番号や⽀部番号に対応） 
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●リレーチーム 
・都道府県単位のエントリーでリレー・駅伝のチーム単位を「所属団体」または「選抜チーム」から

選択可能 
 「設定」-「リレー・駅伝チーム構成単位」から選択 
 
●削除済みエントリーの表⽰・復帰機能 
 
 
■エクスポート・出⼒設定 
・⽒名の桁を揃える際にスペースを 1 つ残すか否かを設定で変更可能 
・⽒名の全⾓スペースを半⾓スペースに置き換える 
・⽒名最⼩桁数を設定し⽒名が桁数に満たない場合、姓名間スペースを調整して桁数を合わせる 
（揃える）ことが可能 
・⽣年・学年の出⼒フォーマットを変更可能 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


